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令和５年度男鹿市一般会計補正予算（第 11号）の概要について 
 

令和６年２月２７日 
（単位：千円）  

一 予算規模                             

補 正 額 △３４６，８５１ 
補 正 後 の 規 模 １８，８４３，３８６ 
前年度３月補正(９号)後予算との対比 １，０１０，３８６ 

  

  《補正予算の財源》 
特 定 財 源  △２９８，６７２ 
       国 庫 支 出 金 △１６７，５６５  
       県 支 出 金 △４２，３３３  
       繰 入 金 △２５，６９９  
       市 債 △５８，９００  
       そ の 他 △４，１７５  

 
一 般 財 源  △４８，１７９ 
       市 税 ６６，３００  
       地 方 交 付 税 ６１，３９７  
       寄 附 金 △４６，４１６  
       繰 入 金 △１７２，９２１  
       諸 収 入 ４１，８０８  
       そ の 他 １，６５３  

 
（参考）財政調整基金現在高  ２，０７８，１５５ 
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二 補正予算の内容 

  今回の補正予算は、生活保護費、ふるさと納税返礼業務委託料などの決算見込みによる調

整を図るとともに、早期に道路の舗装補修を行うための経費のほか、今後の臨時財政対策債

の償還に充てるための減債基金積立金、将来的な教育施設の改修等に要する経費の一部に充

てるための教育施設整備基金積立金などを計上した。 
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(１)減債基金積立金 ４４，０５５ 

今後の臨時財政対策債の償還に充てるため、減債基金積立を増額する。  

 ・積 立 額 ４４，０５５千円 

・管理状況 令和６年１月現在 ５２５，２１４千円 

令和５年度末見込 ５６９，２６９千円 

・財  源 一般財源、財産収入 

 

 

 

(２)教育施設整備基金積立金 １００，０１０ 

将来的な教育施設の改修等に要する経費の一部に充てるため、教育施設整備基金積立

を増額する。 

 

 ・積 立 額 １００，０１０千円 

・管理状況 令和６年１月現在 ３２４，７６９千円 

令和５年度末見込 ４４４，５１７千円 

・財  源 一般財源、財産収入 
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(３)地籍調査事業 １１，３８４ 

国の補正予算採択に伴い、令和６年度に予定していた船越地区の地籍調査を令和５年

度事業とし、翌年度に繰り越して実施する。 

 

 ・調査地区 船越字船越、寺後の各一部 

・地籍測量 ０.１３㎢ 

・財 源 県支出金、一般財源 

 

 

 

(４)○継戸籍附票システム改修業務（振り仮名仮登録、旧氏記載） ２，４６４ 

氏名の振り仮名記載の法制化による戸籍附票システム改修（R5.12月補正、第 7号）

に加え、住民基本台帳ネットワークシステムから氏名の振り仮名を収集し「仮の振り仮

名」として登録するための機能と、旧氏及び旧氏の振り仮名の記載事項を追加するため

の機能を整備する。 

 

 ・事業内容 戸籍附票システム改修業務 

①振り仮名仮登録 １，１１１千円 

      ②旧氏記載    １，３５３千円 

・財 源 国庫支出金 
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(５)道路補修工事費 ５０，０００ 

早期に道路舗装の補修を行い、道路利用者の安全と民生の安定を図る。  

 ・事業内容 道路補修工事 ５０，０００千円 

・財 源 一般財源 

 

 

 

(６)主な事業の決算見込みによる減額補正  
 

①生活保護費 △９７，９０１ 

被保護者数の減少などによる減額。 

 

 

 

②児童扶養手当費 △１３，６２１ 

対象者数の減少などによる減額。 

 

 

 

③ふるさと納税返礼業務 △４３，０５０ 

歳入 △５０，０００千円（当初 400,000千円→補正後 350,000千円） 

歳出 △４３，０５０千円（当初 272,185千円→補正後 229,135千円） 

 

 


